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1
．
は
じ
め
に

日
本
の
ア
ニ
メ
で
は
、
猫
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
多
く
登

場
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
セ
リ
フ
に
猫
の
鳴
き
声
を
模
す

る
言
葉
「
〜
ニ
ャ
」（「
ニ
ャ
ン
」、「
ニ
ャ
ー
」
も
含
め
て
）
の
使
用
が
し
ば

し
ば
観
察
さ
れ
る
。
筆
者
は
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
と
し
て
ア
ニ
メ
作
品
に

見
る
猫
言
葉
「
ニ
ャ
」
の
中
国
語
訳
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
、
中
国
語
に

お
け
る
猫
の
鳴
き
声
を
表
す
オ
ノ
マ
ト
ペ
「
喵
」
を
訳
語
と
し
て
当
て
る
の

が
多
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
う
い
う
訳
し
方
は
、
言
語
面
で
の
対
応
と
し

て
は
問
題
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
ネ
コ
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
日
本
語
と
中

国
語
の
言
語
社
会
に
お
い
て
は
ず
れ
が
あ
る
の
で
、
作
品
中
に
お
け
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
人
物
像
を
壊
す
恐
れ
も
あ
る
と
考
え
る
（
文
2018）。

本
稿
は
、
猫
言
葉
の
よ
り
適
切
な
翻
訳
方
法
を
探
求
す
る
こ
と
を
最
終
的

な
目
的
と
す
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
猫
言
葉
の
使
用
状
況
を
把
握
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
作
品
に
お
け
る
猫
言
葉
を
取
り
上
げ
る
も
の
が
多
い
の
だ
が
、
実

際
に
は
ブ
ロ
グ
や
ツ
ィ
ッ
タ
ー
な
ど
の
「
打
ち
言
葉
」
の
世
界
に
お
い
て
も

猫
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
打
ち
言
葉
に
お
け
る
使
用
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
考
察
の
重
点
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
今
回
の
研
究
は
、
打
ち

言
葉
に
お
け
る
猫
言
葉
の
使
用
状
況
を
調
査
し
た
上
で
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に

お
け
る
使
用
状
況
と
対
比
し
た
い
。

2
．
先
行
研
究

．

．
役
割
語
と
猫
言
葉
に
つ
い
て

2

1
金
水
（
2003）
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
に
お
い
て
、
特
定
の
人
物
像
と

結
び
つ
く
言
葉
づ
か
い
を
「
役
割
語
（
1
）」
と
定
義
し
て
い
る
。
金
水
（
2014）

に
よ
れ
ば
、
役
割
語
に
は
性
差
、
年
齢
・
世
代
、
職
業
・
階
層
、
地
域
、
時

代
、
人
間
以
外
と
い
う
分
類
の
観
点
が
あ
り
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
登
場
す
る

妖
精
や
宇
宙
人
、
あ
る
い
は
動
物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
言
葉
づ
か
い
は
人
間
以

外
の
領
域
に
属
し
、「
キ
ャ
ラ
語
尾
」
の
多
用
が
特
徴
的
で
あ
る
。
キ
ャ
ラ
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語
尾
と
は
、
イ
ヌ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
知
ら
な
い
ワ
ン
」

の
よ
う
な
、
特
定
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
与
え
ら
れ
る
語
尾
を
指
す
（
金
水

2003：

）。
役
割
語
の
形
成
過
程
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
源
泉
は
多
く
の
場

188

合
、
現
実
の
社
会
的
グ
ル
ー
プ
に
特
有
の
表
現
が
取
ら
れ
る
が
、
キ
ャ
ラ
語

尾
を
含
め
、「
人
間
以
外
」
の
言
葉
づ
か
い
は
、
他
の
分
類
と
異
な
り
、
特

定
の
作
者
が
人
工
的
に
作
り
出
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
現
実
味
が

薄
い
「
人
間
以
外
」
の
分
類
に
お
い
て
、
比
較
的
親
し
ま
れ
て
い
る
の
は

〈
動
物
語
〉
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
特
に
、「
〜
ニ
ャ
」
と
い
う
ネ
コ
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
表
現
は
日
本
の
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
で
比
較
的
高
い
頻
度
で
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
本
論
で
は
、「
〜
ニ
ャ
」
を
「
猫
言
葉
」

と
呼
ぶ
。

．

．〈
動
物
語
〉
と
動
物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

2

2
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
に
お
い
て
言
葉
を
喋
る
動
物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
全
て

〈
動
物
語
〉
を
使
う
と
は
限
ら
な
い
。
秋
月
（
2012）
は
動
物
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
内
面
的
な
志
向
性
に
基
づ
き
、「
人
間
型
動
物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と

「
動
物
型
人
間
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
に
分
類
し
て
い
る
。
人
間
ら
し
く
ふ
る
ま

お
う
と
す
る
志
向
性
を
持
つ
の
は
「
人
間
型
動
物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
で
あ
り
、

動
物
ら
し
さ
の
繰
出
を
避
け
る
た
め
に
、〈
動
物
語
〉
は
ほ
ぼ
使
用
し
な
い
。

岩
田
・
藤
本
（
2014）
で
は
こ
の
タ
イ
プ
の
動
物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
擬
人
化

さ
れ
る
動
物
と
呼
び
、
そ
の
言
葉
づ
か
い
に
は
〈
男
こ
と
ば
〉、〈
女
こ
と

ば
〉
と
い
っ
た
人
間
の
言
語
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
当
て
ら
れ
る
と
述
べ
た
。

例
え
ば
、
ウ
サ
ギ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
明
治
以
降
一
九
四
〇
年
代
頃
ま
で
は

男
性
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
一
定
し
て
お
り
、
主
に
一
人
称
を
「
ぼ
く
」
を
用
い
、

「
知
性
」「
柔
ら
か
さ
」「
弱
々
し
さ
」
を
感
じ
さ
せ
る
。
戦
後
頃
を
境
に
、

女
性
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
転
換
し
、「
可
愛
ら
し
さ
」
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

一
方
、〈
動
物
語
〉
を
使
用
す
る
動
物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、「
動
物
型
人
間

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
、
人
間
ら
し
さ
を
捨
て
、
動
物

の
よ
う
に
ふ
る
ま
お
う
と
す
る
志
向
性
を
持
つ
。
本
研
究
で
取
り
あ
げ
る
動

物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
全
て
「
動
物
型
人
間
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
を
指
し
、
そ
の

言
葉
づ
か
い
は
動
物
ら
し
さ
を
強
調
す
る
〈
動
物
語
〉
で
あ
る
。

猫
言
葉
は
〈
動
物
語
〉
の
一
種
で
あ
り
、
ネ
コ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
役
割
語

を
指
す
。
現
時
点
で
は
「
ニ
ャ
」
と
い
う
語
彙
項
目
の
み
が
当
て
は
ま
る
の

で
本
論
で
は
「
猫
言
葉
」
と
「
ニ
ャ
」
は
ネ
コ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
役
割
語
と

い
う
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
語
彙
項
目
「
ニ
ャ
」
を
猫
言
葉

と
し
て
定
義
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。

．

．
猫
言
葉
の
文
法
的
機
能

2

3
．

．

．
動
物
キ
ャ
ラ
語
尾

2

3

1

定
延
（
2007）
は
キ
ャ
ラ
語
尾
の
下
位
分
類
と
し
て
、「
キ
ャ
ラ
コ
ピ
ュ

ラ
」
と
「
キ
ャ
ラ
助
詞
」
の
2
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

は
じ
め
ま
し
て
で
お
じ
ゃ
る
。
ま
ろ
も
富
士
東
高
校
の
1
年
生
で

1)

お
じ
ゃ
る
。

今
回
の
話
は
ど
う
な
る
の
か
ぴ
ょ
ー
ん
？

2)
例

の
「
で
お
じ
ゃ
る
」
は
、「
で
す
」「
だ
」
と
い
う
ふ
つ
う
の
コ
ピ
ュ

1)
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終助詞よりも後比較的現れにくいキャラ助詞

比較的現れやすい終助詞よりも先比較的現れやすいキャラコピュラ

文中の文節末での現れ終助詞との位置関係倒置文での現れキャラ語尾の種類

表1 キャラコピュラとキャラ助詞の違い

比較的現れにくい

ラ
と
入
れ
替
わ
っ
て
現
れ
る
の
で
、
コ
ピ
ュ
ラ
の
変
異

体
と
見
て
キ
ャ
ラ
コ
ピ
ュ
ラ
と
呼
ぶ
。
一
方
例

の
2)

「
ぴ
ょ
ー
ん
」
は
、
終
助
詞
「
か
」
の
さ
ら
に
後
ろ
に

現
れ
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
助
詞
相
当
と
見
て
キ
ャ
ラ

助
詞
と
呼
ん
で
い
る
。
キ
ャ
ラ
助
詞
と
キ
ャ
ラ
コ
ピ
ュ

ラ
は
生
起
環
境
に
お
い
て
ど
う
違
う
の
か
に
つ
い
て
は

表
1
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

秋
月
（
2012）
は
〈
動
物
語
〉
を
使
用
す
る
動
物

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
言
葉
づ
か
い
に
注
目
し
た
。
定
延

（
2007）
の
分
類
及
び
そ
の
違
い
に
関
す
る
叙
述
に
よ

れ
ば
、〈
動
物
語
〉
に
見
る
キ
ャ
ラ
語
尾
（
以
下
、
動

物
キ
ャ
ラ
語
尾
）
は
キ
ャ
ラ
助
詞
に
分
類
す
べ
き
と
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
定
延
（
2007）
の
考
察
と
異
な
る

点
と
し
て
、
一
部
の
動
物
キ
ャ
ラ
語
尾
は
、
出
現
位
置

か
ら
す
れ
ば
終
助
詞
と
ほ
ぼ
区
別
が
つ
か
な
い
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

あ
の
ね
、
え
こ
ま
い
く
ま
ー
が
応
援
し
て
る

3)

取
り
組
み
が
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
く

ま
よ
。

貰
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
ニ
ャ

4)
例

で
は
「
く
ま
」
が
終
助
詞
「
よ
」
の
前
に
生
じ

3)

て
お
り
、
例

の
「
ニ
ャ
」
は
、
見
か
け
上
、
終
助
詞

4)

の
「
な
」
と
の
区
別
が
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

動
物
キ
ャ
ラ
語
尾
が
生
じ
る
位
置
に
ゆ
れ
が
見
ら
れ
、「
終
助
詞
よ
り
も
後
」

と
い
う
位
置
か
ら
、
内
容
語
（
動
詞
）
に
近
づ
い
て
終
助
詞
と
同
じ
位
置
、

も
し
く
は
「
終
助
詞
よ
り
も
先
」
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

動
物
キ
ャ
ラ
語
尾
を
、
秋
月
（
2012）
で
は
「
キ
ャ
ラ
終
助
詞
」
と
呼
ん
で

い
る
。

川
崎
（
2015）
は
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
作
品
に
登
場
す
る
ネ
コ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
取
り
上
げ
、
猫
言
葉
の
使
用
状
況
を
調
査
し
た
。
集
め
た
デ
ー
タ
で
は
倒

置
文
や
文
中
の
文
節
末
で
使
用
さ
れ
る
「
ニ
ャ
」
が
多
数
見
ら
れ
た
。

な
ん
で
そ
の
名
前
を
知
っ
て
る
の
ニ
ャ
、
パ
パ
に
も
話
し
て
な
い

5)

の
に

ど
う
ニ
ャ
ン
、
び
び
っ
た
か
ぁ

6)
例

は
倒
置
文
で
の
使
用
で
あ
り
、
例

は
文
中
の
文
節
末
で
の
使
用
で

5)

6)

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
ニ
ャ
」
は
生
起
環
境
か
ら
す
れ
ば
キ
ャ
ラ
コ
ピ
ュ

ラ
に
も
な
り
う
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

．

．

．
動
物
キ
ャ
ラ
音
化

2

3

2

〈
動
物
語
〉
に
は
キ
ャ
ラ
語
尾
の
他
に
、「
キ
ャ
ラ
音
化
」（
以
下
、
動
物

キ
ャ
ラ
音
化
）
と
い
う
形
式
が
存
在
す
る
こ
と
を
秋
月
（
2012）
が
述
べ
て

い
る
。
例

の
よ
う
な
、
文
中
に
生
じ
た
任
意
の
/na/の
音
を
、
猫
の
鳴

7)

き
声
を
表
す
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
由
来
す
る
/nya/の
音
に
置
き
換
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
ネ
コ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
繰
り
出
す
例
が
キ
ャ
ラ
音
化
で
あ
る
。

に
ゃ
ん
で
す
っ
て
‼

7)
以
上
の
先
行
研
究
を
ま
と
め
る
と
、
猫
言
葉
の
文
法
的
機
能
は
次
の
よ
う
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に
ま
と
め
ら
れ
る
。
大
き
く
分
け
て
キ
ャ
ラ
語
尾
と
キ
ャ
ラ
音
化
の
2
種
類

が
あ
り
、
キ
ャ
ラ
語
尾
と
し
て
使
用
す
る
際
に
、
キ
ャ
ラ
助
詞
、
キ
ャ
ラ
終

助
詞
、
及
び
キ
ャ
ラ
コ
ピ
ュ
ラ
の
3
種
類
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

．

．
打
ち
言
葉
と
キ
ャ
ラ
語
尾

2

4
定
延
（
2007）
で
は
、
キ
ャ
ラ
助
詞
が
生
ま
れ
る
要
件
と
し
て
、
電
子

メ
ー
ル
や
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
の
、
く
だ
け
た
文
字
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可

能
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
及
び
発
話
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
遊
ぶ
文
化
の
成
熟

を
あ
げ
て
い
る
。
田
中
（
2011）
は
こ
う
い
う
く
だ
け
た
文
字
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
打
ち
言
葉
と
名
付
け
、
そ
の
特
徴
に
非
対
面
・
非
同
期
の
2

点
を
挙
げ
て
い
る
。
お
互
い
に
顔
を
あ
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
タ
イ
ム
ラ
グ
を

挟
ん
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
た
め
、
自
己
装
い
表
現
が
取
り

入
れ
や
す
い
と
述
べ
て
い
る
。
現
実
世
界
で
「
ニ
ャ
」
を
使
っ
て
話
す
人
は

ほ
ぼ
い
な
い
が
、
打
ち
言
葉
の
世
界
で
は
、
ネ
コ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
繰
り
出

す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

3
．
調
査
目
的
と
方
法

岩
田
・
藤
本
（
2014）
は
擬
人
化
さ
れ
た
動
物
（
人
間
型
動
物
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
）
の
発
話
を
分
析
し
た
結
果
、
動
物
ご
と
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
差
が
見

ら
れ
、
特
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
面
で
あ
る
程
度
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
固
定
化

さ
れ
て
い
る
と
述
べ
た
。
こ
う
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
、「
動
物
型
人
間

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
発
話
に
も
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
同
じ
猫
言
葉
を
使
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
も
、
話
者
が
男
性
で
あ
る
場

合
と
女
性
で
あ
る
場
合
と
で
は
、
猫
言
葉
の
使
い
方
に
何
ら
か
の
違
い
が
あ

る
と
推
測
し
た
い
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
調
査
対
象
の
性
差
に
注
目
し
な
が

ら
、
次
の
2
つ
の
目
的
を
果
た
し
た
い
。

○
打
ち
言
葉
に
み
る
猫
言
葉
の
使
用
状
況
の
確
認

○
打
ち
言
葉
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る
猫
言
葉
の
使
用
状
況
の
対
比

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
の
使
用
状
況
は
主
に
川
崎
（
2015）
の
調
査
結
果
を
参

照
す
る
が
、
筆
者
が
別
途
調
査
し
た
も
の
も
適
宜
引
用
す
る
。
川
崎

（
2015）
で
は
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
作
品
に
登
場
す
る
ネ
コ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
6
名

に
つ
い
て
猫
言
葉
の
使
用
状
況
を
調
査
し
た
。
取
り
あ
げ
る
作
品
は
2009年

〜
2014年
の
も
の
で
あ
る
。
調
査
時
に
完
結
し
て
い
る
も
の
は
全
話
を
、
放

送
中
の
も
の
は
1
ク
ー
ル
（
1
〜

話
）
を
調
査
範
囲
と
し
て
い
る
。
川
崎

12

（
2015）
は
性
差
の
角
度
か
ら
分
析
し
て
い
な
い
の
で
、
今
回
は
そ
の
統
計

デ
ー
タ
を
男
女
別
に
読
み
取
り
た
い
。
6
名
は
男
性
2
名
と
女
性
4
名
か
ら

な
る
の
で
、
発
表
者
が
別
途
調
査
し
た
男
性
ネ
コ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
1
名

「
に
ゃ
ん
太
」
の
デ
ー
タ
も
取
り
入
れ
る
。
2014年
〜
2015に
か
け
て
放
送

さ
れ
た
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
に
登
場
す
る
ネ
コ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
全
話
を

調
査
範
囲
に
デ
ー
タ
を
集
め
た
。

打
ち
言
葉
に
つ
い
て
は
、
2007年
に
ブ
ロ
グ
で
一
時
的
に
流
行
っ
て
い
た

猫
バ
ト
ン
日
記
を
取
り
上
げ
る
。
猫
バ
ト
ン
の
ル
ー
ル
を
次
に
引
用
す
る
。

猫
バ
ト
ン

・

こ
れ
が
回
っ
て
き
た
ら
次
に
書
く
日
記
の
語
尾
す
べ
て
に

「
に
ゃ
」「
に
ゃ
ん
」「
に
ゃ
ー
」
等
を
つ
け
に
ゃ
く
て
は
に
ゃ
ら

に
ゃ
い
。
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・
「
な
、
ぬ
」
も
「
に
ゃ
、
に
ゅ
」
に
す
る
こ
と
。

・

一
人
称
は
必
ず
「
我
輩
」
に
す
る
こ
と
。

・

日
記
の
内
容
自
体
は
普
段
書
く
よ
う
に
ゃ
当
た
り
障
り
の
に
ゃ
い

も
の
で
構
わ
に
ゃ
い
。

・

日
記
の
最
後
に
5
人
！
ま
わ
す
人
の
名
前
を
記
入
す
る
の
を
忘
れ

に
ゃ
い
こ
と
。

・

既
に
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
で
も
回
さ
れ
た
ら
何
度
で
も
や
る
事
。

こ
の
ル
ー
ル
は
書
き
手
に
ネ
コ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
繰
り
出
す
よ
う
に
義
務

付
け
て
お
り
、
打
ち
言
葉
に
お
け
る
猫
言
葉
の
使
用
の
一
端
を
示
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ル
ー
ル
に

基
づ
い
た
2007年
に
作
成
さ
れ
た
ブ
ロ
グ
日
記
か
ら
、
男
性
5
名
、
女
性
5

名
の
日
記
を
、
1
名
に
つ
き
1
件
を
採
用
し
て
い
る
。
比
較
上
の
便
宜
で
、

川
崎
（
2015）
と
同
じ
方
法
で
デ
ー
タ
を
統
計
す
る
。
日
記
を
一
文
ご
と
に

「
ニ
ャ
」
を
使
用
し
て
い
る
「
ニ
ャ
使
用
文
」
と
「
ニ
ャ
」
を
使
用
し
て
い

な
い
「
ニ
ャ
不
使
用
文
」
に
分
類
し
、
さ
ら
に
「
ニ
ャ
使
用
文
」
に
つ
い
て

は
、「
ニ
ャ
」
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
る
。
デ
ー
タ
は
1

文
ご
と
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
の
で
、
1
文
の
中
に
2
回
以
上
「
ニ
ャ
」
が
使
用

さ
れ
た
場
合
も
カ
ウ
ン
ト
は
1
回
と
数
え
る
。

件
の
日
記
は
全
て
猫
バ
ト
ン
の
ル
ー
ル
を
引
用
し
て
い
る
が
、
書
き
手

10
の
意
志
が
反
映
さ
れ
な
い
の
で
ル
ー
ル
部
分
の
文
言
は
デ
ー
タ
の
統
計
か
ら

取
り
除
い
て
い
る
。

4
．
調
査
結
果
及
び
考
察

．

．「
ニ
ャ
」
の
使
用
率

4

1
．

．

．
打
ち
言
葉
に
み
る
「
ニ
ャ
」
の
使
用
率

4

1

1

男
女
別
の
「
ニ
ャ
使
用
文
」
の
割
合
を
表
2
と
表
3
に
示
し
た
。
割
合
の

母
数
と
な
る
各
日
記
の
例
文
数
（
猫
バ
ト
ン
の
ル
ー
ル
を
除
い
た
部
分
）
も

合
わ
せ
て
示
し
て
い
る
。

猫
バ
ト
ン
の
ル
ー
ル
と
し
て
は
、
全
て
の
文
末
に
「
ニ
ャ
」
を
つ
け
る
と

決
め
て
い
る
の
で
、「
ニ
ャ
使
用
文
」
の
使
用
率
は

％
に
な
る
と
予
測
で

100

き
る
。
た
だ
し
、
ブ
ロ
グ
日
記
と
い
う
気
楽
な
文
脈
に
お
い
て
、
書
き
手
も

厳
密
に
ル
ー
ル
通
り
に
書
く
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
調
査
対
象

名
の
う
ち

10

「
ニ
ャ
使
用
文
」
の
割
合
が

％
と
な
る
の
は
1
名
の
み
で
あ
っ
て
も
お
か

100

し
く
な
い
。
他
の
9
名
は

％
に
ま
で
行
か
な
い
も
の
の
、

％
以
上
の
高

100

70

い
割
合
で
「
ニ
ャ
」
を
使
用
し
て
お
り
、
男
女
差
が
見
ら
れ
な
い
。

．

．

．
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る
「
ニ
ャ
」
の
使
用
率

4

1

2

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
「
ニ
ャ
」
の
使
用
状
況
を
男
女
別
に
ま
と
め
た

結
果
が
表
4
の
よ
う
に
な
っ
た
。
男
性
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
全
員
高
い
比
率
で

「
ニ
ャ
」
を
使
用
す
る
が
、
女
性
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ニ
ャ
」
の
使
用
率
は

％
〜

％
ま
で
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
で
は
、
物

23

79

語
に
お
け
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
位
置
付
け
な
ど
多
く
の
要
素
が
絡
ん
で
く
る

の
で
、
猫
バ
ト
ン
の
よ
う
な
単
純
な
ル
ー
ル
に
縛
ら
れ
る
ブ
ロ
グ
日
記
と
は

発
話
環
境
が
異
な
る
。
そ
の
た
め
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
性
差
の
み
で
ニ
ャ
の
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18文

男性Ⅴ男性Ⅲ

表2 男性の猫バトン日記における「ニャ使用文」の割合
男性Ⅰ 男性Ⅱ 男性Ⅳ

例文数 23文 26文 11文

「ニャ使用文」 91％ 89％ 96％100％

23文

73％

77％95％「ニャ使用文」

24文31文21文例文数

女性Ⅳ女性Ⅱ女性Ⅰ

表3 女性の猫バトン日記における「ニャ使用文」の割合
女性Ⅲ 女性Ⅴ

24文

88％

23文

75％ 87％

女性男性
（オス）

男性

表4 フィクションにおける「ニャ使用文」の割合
男性
（オス）

女性 女性

キャラク
ター名

ニャース ブラック
羽川

フィイリス・ニャン
ニャン

「ニャ使
用文」

88％ 79％ 23％69％75％89％

星空凛タマジバニャンにゃん太

女性

57％

使
用
率
が
決
定
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

．

．「
ニ
ャ
」
の
機
能

4

2
．

．

．
機
能
の
分
類

4

2

1

続
い
て
、「
ニ
ャ
使
用
文
」
に
絞
り
、「
ニ
ャ
」
の
使
用
機
能
を
考
察
し
て

い
く
。
先
行
研
究
を
参
考
し
、「
ニ
ャ
」
の
機
能
を
次
の
5
つ
に
分
け
る
。

①

キ
ャ
ラ
音
化
。
文
中
に
生
じ
た
/na/の
発
音
（
/na/以
外
の
発
音

も
少
数
見
ら
れ
る
）
を
/nya/に
置
き
換
え
る
も
の
で
あ
る
。
猫
バ

ト
ン
の
ル
ー
ル
で
は
、「
ぬ
」
を
「
に
ゅ
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
も

容
認
す
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
「
に
ゅ
」
へ
の
置
き
換
え
は
統
計

対
象
外
に
す
る
。

②

オ
ノ
マ
ト
ペ
。
猫
の
鳴
き
声
を
引
用
す
る
も
の
も
オ
ノ
マ
ト
ペ
と
見

な
す
。

③

キ
ャ
ラ
助
詞
。
終
助
詞
の
さ
ら
に
後
ろ
に
表
れ
る
も
の
で
あ
る
。

④

キ
ャ
ラ
終
助
詞
。
終
助
詞
と
同
等
の
文
法
的
機
能
を
持
つ
と
扱
え
る

も
の
で
あ
る
。

⑤

コ
ピ
ュ
ラ
の
代
用
。
文
中
の
文
節
末
、
倒
置
文
、
及
び
終
助
詞
の
前

と
言
っ
た
コ
ピ
ュ
ラ
が
現
れ
や
す
い
場
所
に
く
る
「
ニ
ャ
」
で
あ
る
。

．

．

．
打
ち
言
葉
に
み
る
「
ニ
ャ
」
の
機
能

4

2

2

調
査
結
果
は
表
5
と
表
6
に
ま
と
め
た
。
調
査
対
象
ご
と
に
、
合
計
が
100

％
に
な
る
よ
う
に
、
1
文
ご
と
に
カ
ウ
ン
ト
し
た
デ
ー
タ
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
表
5
と
表
6
に
基
づ
き
、「
ニ
ャ
」
の
機
能
ご
と
に
、
各
調
査
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27％0男性Ⅴ
（100％）

024％5％男性Ⅰ
（100％）

①＋
③

④終
助詞

②オ
ノマ
トペ

機能

表5 男性の猫バトン日記における「ニャ」の使用状況
①音
化

③助
詞

⑤コ
ピュ
ラ

0

19％

①＋
⑤

5％

②＋
④

0 5％ 19％ 5％

18％ 5％ 27％ 0

①＋
④

23％

18％

13％00039％48％000男性Ⅱ
（100％）

0

0

④＋
⑤

①＋
②＋
⑤

0

0

0男性Ⅳ
（100％）

00011％39％017％33％000男性Ⅲ
（100％）

00

012％000062％13％13％0

⑤コ
ピュ
ラ

③助
詞

①音
化

表6 女性の猫バトン日記における「ニャ」の使用状況
機能 ②オ

ノマ
トペ

④終
助詞

①＋
③

女性Ⅰ
（100％）

5％ 30％ 0

女性Ⅴ
（100％）

5％ 45％ 10％

25％

①＋
④

030％10％0

020％015％

②＋
④

0

①＋
⑤

5％

0 0

0

①＋
②＋
⑤

④＋
⑤

0

0

女性Ⅱ
（100％）

22％ 4％ 0 30％ 9％ 0 13％ 22％ 0 0 0

女性Ⅲ
（100％）

0 6％ 10％ 38％ 6％ 6％ 22％ 6％ 0 0 6％

女性Ⅳ
（100％）

19％ 9％ 0 43％ 24％ 0 0 5％ 0 0 0
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10％10％

52％00

⑤コピュ
ラ

③助詞①音化機能

表7 打ち言葉における「ニャ」の機能ごとの使用状況
②オノマ
トペ

④終助詞

30％

男性Ⅱ 0 61％

女性Ⅴ 5％ 55％

62％25％13％12％0男性Ⅳ

女性Ⅲ

25％55％05％45％女性Ⅰ女性
の書
き手

52％5％10％42％男性Ⅰ男性
の書
き手

18％60％16％12％40％

28％72％0050％男性Ⅲ

38％

女性Ⅱ

27％45％10％041％男性Ⅴ

43％09％24％女性Ⅳ

31％43％04％58％

29％

対
象
の
デ
ー
タ
を
表
7
に
ま
と
め
た
。
表
7
の
読
み
方
は
例
の
よ
う
に
な
る
。

表
7
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
分
析
を
行
う
。

例
：
表
7
の
「
男
性
Ⅰ
」
の
「
①
音
化
」
の
値
「

％
」
＝
表
5
の

42

「
男
性
Ⅰ
」
に
お
け
る
「
①
音
化
」
の
値
「
0
」
＋
表
5
の

「
男
性
Ⅰ
」
に
お
け
る
「
①
＋
③
」
の
値
「
0
」
＋
表
5
の

「
男
性
Ⅰ
」
に
お
け
る
「
①
＋
④
」
の
値
「

％
」
＋
表
5
の

23

「
男
性
Ⅰ
」
に
お
け
る
「
①
＋
⑤
」
の
値
「

％
」

19

表
7
の
「
女
性
Ⅰ
」
の
「
④
終
助
詞
」
の
値
「

％
」
＝
表
6

55

の
「
女
性
Ⅰ
」
に
お
け
る
「
④
終
助
詞
」
の
値
「

％
」
＋
表

30

6
の
「
女
性
Ⅰ
」
に
お
け
る
「
①
＋
④
」
の
値
「

％
」
＋
表

25

6
の
「
女
性
Ⅰ
」
に
お
け
る
「
④
＋
⑤
」
の
値
「
0
」
＋
表
6

の
「
女
性
Ⅰ
」
に
お
け
る
「
②
＋
④
」
の
値
「
0
」

・
④
キ
ャ
ラ
終
助
詞
の
発
達

調
査
対
象

名
は
全
員
④
キ
ャ
ラ
終
助
詞
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
機

10

能
①
〜
⑤
の
う
ち
、
④
が
一
番
高
い
割
合
を
占
め
る
の
は
8
名
で
あ
り
、
全

調
査
対
象
の

％
に
達
し
て
い
る
。
8
名
は
男
性
4
名
と
女
性
4
名
か
ら
な

80

る
の
で
、
男
女
差
も
見
ら
れ
な
い
。
全
体
的
に
、
打
ち
言
葉
に
お
い
て
は
、

「
ニ
ャ
」
は
④
キ
ャ
ラ
終
助
詞
と
し
て
多
数
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。

・
男
性
は
⑤
コ
ピ
ュ
ラ
を
比
較
的
好
ん
で
使
う
可
能
性
が
あ
る

調
査
対
象

名
は
全
員
⑤
コ
ピ
ュ
ラ
を
使
用
し
て
い
る
。
男
性
の
使
用
状

10

況
に
注
目
す
れ
ば
、
全
員
が
使
用
す
る
機
能
は
④
と
⑤
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
一
方
女
性
全
員
が
使
用
す
る
機
能
は
、
①
、
②
、
④
、
⑤
で
あ
る
。
女
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性
が
各
機
能
を
比
較
的
均
衡
的
に
使
う
の
に
対
し
、
男
性
は
④
と
⑤
の
機
能

を
比
較
的
に
好
ん
で
使
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
④
の
発
達
は
男
女
問
わ
ず

に
現
れ
る
の
で
、
男
性
は
⑤
を
多
用
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

・
③
キ
ャ
ラ
助
詞
の
使
用
率
及
び
終
助
詞
「
か
」
と
の
関
係

調
査
対
象

名
の
う
ち
、
③
キ
ャ
ラ
助
詞
の
使
用
は
男
性
3
名
、
女
性
2

10

名
に
見
ら
れ
、

％
の
調
査
対
象
が
③
を
使
用
し
て
い
な
い
。
使
用
率
も
男

50

女
問
わ
ず
に

％
を
超
え
て
い
な
い
の
が
読
み
取
れ
る
。
先
行
研
究
か
ら
わ

20

か
る
よ
う
に
、
動
物
キ
ャ
ラ
語
尾
に
お
い
て
最
初
に
確
認
さ
れ
た
文
法
的
機

能
は
③
キ
ャ
ラ
助
詞
で
あ
る
。
そ
の
ゆ
え
、
③
キ
ャ
ラ
助
詞
の
使
用
率
が
各

機
能
の
中
で
一
番
高
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
し
か

し
、
調
査
結
果
か
ら
見
れ
ば
、
む
し
ろ
各
機
能
の
中
で
使
用
率
が
や
や
低
い

方
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
用
例
の
詳
細
を
見
る
と
、
③
キ
ャ
ラ
助
詞
に
属
す
る
例
文
は
例
外

な
く
終
助
詞
「
か
」
の
後
ろ
に
「
ニ
ャ
」
が
付
く
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他

の
終
助
詞
の
後
ろ
に
「
ニ
ャ
」
が
付
く
例
は
な
い
。

ま
ぁ
本
題
に
入
る
か
に
ゃ
。

【
男
性
Ⅰ
】

8)

約
半
日
は
寝
て
た
か
に
ゃ
？

【
男
性
Ⅳ
】

9)

と
こ
ろ
で
猫
バ
ト
ン
誰
に
回
そ
う
か
に
ゃ
ー

【
女
性
Ⅲ
】

10）

…
病
ん
で
る
の
か
に
ゃ
ん
。

【
女
性
Ⅴ
】

11）
・
①
キ
ャ
ラ
音
化
と
②
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
女
性
が
男
性
よ
り
多
く
使
用
す
る

傾
向
に
あ
る

調
査
対
象

名
の
う
ち
、
①
キ
ャ
ラ
音
化
は
女
性
5
名
が
全
員
使
用
す
る

10

の
に
対
し
、
男
性
使
用
者
は
3
名
で
あ
る
。
②
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
女
性
5
名
と

男
性
2
名
に
使
用
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
2
項
目
は
、
女
性
が
比
較
的
多
く
使

う
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。

．

．

．
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る
「
ニ
ャ
」
の
機
能

4

2

3

川
崎
（
2015）
の
デ
ー
タ
に
筆
者
の
調
査
デ
ー
タ
を
加
え
て
、
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
に
お
け
る
「
ニ
ャ
」
の
使
用
状
況
は
表
8
に
ま
と
め
て
み
た
。
1
文

ご
と
に
カ
ウ
ン
ト
し
た
デ
ー
タ
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
表
8
に
基
づ
き
、「
ニ
ャ
」
の
機
能
ご
と
に
、
各
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
デ
ー
タ
を
表
9
に
ま
と
め
た
。
表
9
の
読
み
方
は
表
7
と
同
じ
で
あ

る
。
表
9
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
分
析
を
行
う
。

・
④
キ
ャ
ラ
終
助
詞
の
発
達

調
査
対
象
7
名
は
全
員
④
キ
ャ
ラ
終
助
詞
を
使
用
し
て
い
る
。
④
を
一
番

多
く
使
用
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
5
名
と
全
調
査
対
象
の

％
を
占
め
て
い

71

る
。
5
名
は
男
性
2
名
と
女
性
3
名
か
ら
な
る
の
で
、
男
女
差
が
ほ
ぼ
な
い

と
言
え
よ
う
。
全
体
的
に
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
④
の
機
能
が
発

達
し
て
い
る
と
言
え
る
。
打
ち
言
葉
に
み
る
傾
向
と
一
致
し
て
い
る
。

・
③
キ
ャ
ラ
助
詞
の
使
用
率
及
び
終
助
詞
「
か
」
と
の
関
係

調
査
対
象
7
名
が
全
員
③
キ
ャ
ラ
助
詞
を
使
用
し
て
お
り
、
全
員
に
通
じ

て
、
③
の
使
用
率
が

％
を
下
回
る
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
全
体

20

的
に
③
キ
ャ
ラ
助
詞
の
使
用
率
が
高
く
な
い
と
は
言
え
る
が
、
打
ち
言
葉
の

調
査
対
象

名
の
う
ち
、
5
名
が
完
全
に
使
用
し
て
い
な
い
の
に
比
べ
れ
ば
、

10

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
③
キ
ャ
ラ
助
詞
の
使
用
は
よ
り
一
般
的
で
あ
る
と
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＊川崎（2015）ではオノマトペを「ショーアップ語」と呼んでいる

①＋③④終助
詞

②オノマ
トペ＊

①＋④③助詞

表8 フィクションにおける「ニャ」の使用状況
機能

キャラクター
①音化 ⑤コピュ

ラ
①＋⑤

10％ 47％ 1％

049％16％

026％6％

0.5％63％2％

4％6％ニャース

4％

6％15％6％

069％15％

051％10％

068％

女 性
キャラ
クター

ブラック羽川 34％ 5％ 12％ 18％ 3％

フェイリス・
ニャンニャン

4％ 15％ 17％ 2％ 0

男 性
キャラ
クター

にゃん太 4％ 15％ 15％ 0.5％ 0

ジバニャン 6％ 9％ 16％ 3％ 1％

タマ 3％ 12％ 11％ 1％ 0

星空 凛 0 7％ 10％ 0 0

④終助詞②オノマトペ ③助詞

表9 フィクションにおける「ニャ」の機能ごとの使用状況
機能 ①音化 ⑤コピュラ

15％ 48％

52％16％

30％6％

63.5％2％

6％ニャース

4％

33％6％

69％15％

53％10％

69％

女 性
キャラ
クター

ブラック羽川 61％ 11％ 15％

フ ェ イ リ ス・
ニャンニャン

6％ 15％ 17％

男 性
キャラ
クター

にゃん太 5％ 15.5％ 15％

ジバニャン 10％ 9％ 17％

タマ 4％ 12％ 11％

星空 凛 0 7％ 10％
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推
測
す
る
。

ま
た
、
川
崎
（
2015）
は
用
例
の
詳
細
を
提
示
し
て
い
な
い
の
で
未
確
認

で
あ
る
が
、
発
表
者
が
調
査
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
に
ゃ
ん
太
」
の
セ
リ
フ

に
お
い
て
は
、
③
キ
ャ
ラ
助
詞
に
属
す
る
例
文
も
全
て
「
ニ
ャ
」
が
終
助
詞

「
か
」
の
後
ろ
に
来
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で

ど
う
し
て
ア
フ
タ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
の
で
す
か
ニ
ャ

12）

ま
ぁ

こ
の
ぐ
ら
い
が
手
頃
じ
ゃ
な
い
か
ニ
ャ

13）
打
ち
言
葉
に
お
い
て
も
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
キ
ャ
ラ
助
詞
と

し
て
機
能
す
る
「
ニ
ャ
」
は
終
助
詞
「
か
」
の
後
ろ
に
し
か
付
か
な
い
傾
向

が
あ
る
。
こ
れ
は
、「
ニ
ャ
」
が
最
初
か
ら
キ
ャ
ラ
助
詞
と
し
て
機
能
す
る

際
に
「
か
」
の
後
ろ
に
付
く
傾
向
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
他
の
機
能
の
発

達
に
伴
い
、「
か
」
以
外
の
終
助
詞
の
後
ろ
に
付
か
な
く
な
っ
た
の
か
を
別

途
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
②
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
使
用
に
男
女
差
が
見
ら
れ
な
い

調
査
対
象
7
名
が
全
員
②
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
使
用
す
る
。
打
ち
言
葉
と
違
い
、

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
②
の
使
用
に
は
男
女
差
が
見
ら
れ
な
い
。

・
①
キ
ャ
ラ
音
化
と
⑤
コ
ピ
ュ
ラ
使
用
が
意
識
的
に
押
さ
え
ら
れ
る

調
査
対
象
7
名
の
う
ち
、
6
名
が
①
キ
ャ
ラ
音
化
を
使
用
す
る
。
6
名
の

う
ち
5
名
の
使
用
率
が

％
を
下
回
る
。
打
ち
言
葉
に
お
け
る
①
の
使
用
は
、

20

調
査
対
象

名
の
う
ち
の
8
名
で
あ
り
、
7
名
が

％
を
超
え
て
い
る
。

10

20

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
の
①
の
使
用
は
全
体
的
に
見
れ
ば
、
打
ち
言
葉
ほ
ど
多
く

な
い
傾
向
に
あ
る
。
文
章
の
内
容
面
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
作
品
の
創
作
に
お
い
て
は
キ
ャ
ラ
音
化
を
多
用
す
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
は
セ
リ
フ
の
作
成
に
よ
り
気
を
配
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
分
手
間
が

か
か
る
と
川
崎
（
2015）
が
触
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
傾
向
は
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
の
創
作
過
程
に
お
い
て
意
識
的
に
①
の
使
用
を
避
け
て
い
る
結
果
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

調
査
対
象
7
名
が
全
員
⑤
コ
ピ
ュ
ラ
を
使
用
す
る
。
7
名
の
う
ち
、
6
名

の
使
用
率
が

％
を
下
回
る
。
打
ち
言
葉
に
お
け
る
⑤
の
使
用
は
、

名
の

20

10

う
ち
9
名
が

％
を
上
回
る
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
の
⑤
の
使
用
は
全
体
的
に

20

見
れ
ば
、
打
ち
言
葉
ほ
ど
多
く
な
い
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
①
と
同

じ
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
理
由
も
似
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

．

．
打
ち
言
葉
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
違
い

4

3
打
ち
言
葉
に
お
け
る
猫
言
葉
の
使
用
状
況
を
ア
ニ
メ
作
品
と
比
較
し
、
相

違
点
を
表

に
ま
と
め
て
お
く
。

10

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
見
れ
ば
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
猫
言
葉

の
使
用
に
男
女
差
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、

猫
言
葉
を
使
用
す
る
際
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
意
識
さ
れ
て
い

な
い
可
能
性
が
あ
る
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
作
品
数
も
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、

推
測
に
と
ど
め
て
お
く
。
今
後
よ
り
多
く
の
ネ
コ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
取
り
上

げ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
打
ち
言
葉
に
お
い
て
は
、
同
じ
猫
言
葉
を
使
用
す
る
に
し
て
も
、

使
い
方
に
あ
る
程
度
の
男
女
差
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
今
回
は
猫
バ
ト

ン
と
い
う
ル
ー
ル
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
猫
言
葉
に
対
す
る
書
き
手
の

意
志
が

％
自
由
に
反
映
さ
れ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
今
後
調
査
対
象
を

100
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・使用率
がやや低
く、終助
詞 「か」
の後ろに
くる用例
が圧倒的
に多い

③キャラ助詞 ⑤コピュ
ラの代用

①キャラ
音化

表10
②オノマ
トペ

④キャラ
終助詞

多用され
る傾向に
ある

男女差が
見られな
い

打ち言葉
ほど使用
されない

打ち言葉
より多く
使用され
る

打ち言葉
ほど使用
されない

男性キャラ
クター

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

多用され
る傾向に
ある

―女性ほど多く使わな
い傾向にある

男性書き手打
ち
言
葉

―多用される傾向にあ
る

女性書き手

女性キャラ
クター

広
げ
て
さ
ら
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

5
．
ま
と
め

今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
た
ブ
ロ
グ
日
記

を
分
析
の
対
象
に
、
書
き
手
の
性
差
に
注
目
し
な
が
ら
、
打
ち
言
葉
に
お
け

る
猫
言
葉
「
ニ
ャ
」
の
使
用
状
況
を
考
察
し
て
み
た
。
そ
の
上
で
、
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
作
品
に
お
け
る
猫
言
葉
の
使
用
状
況
を
比
較
し
、
相
違
点
を
確
認
し

て
み
た
。

今
回
触
れ
て
い
な
い
が
、
猫
言
葉
「
ニ
ャ
」
と
一
緒
に
使
わ
れ
る
自
称
詞

に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
も
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
る
、
猫
バ
ト
ン
の
ル
ー

ル
で
は
、
一
人
称
は
「
我
輩
」
に
指
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

に
お
い
て
、「
我
輩
」
を
含
め
て
様
々
な
1
人
称
が
「
ニ
ャ
」
と
同
時
に
使

用
さ
れ
る
。
自
称
詞
は
日
本
語
の
役
割
語
に
お
け
る
重
要
な
指
標
の
一
つ
で

あ
る
の
で
、
猫
言
葉
と
と
も
に
使
用
す
る
の
を
通
じ
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

ど
う
い
う
特
徴
を
強
調
す
る
か
を
考
察
し
た
い
。
最
終
的
に
こ
う
い
う
特
徴

を
中
国
語
に
訳
す
際
に
ど
う
い
う
表
現
手
法
が
適
切
な
の
か
を
追
求
し
た
い
。

注（1
）
金
水
（
2003：

）「
あ
る
特
定
の
言
葉
づ
か
い
（
語
彙
・
語
法
・
言
い

205

回
し
・
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
）
を
聞
く
と
特
定
の
人
物
像
（
年
齢
、
性
別
、

職
業
、
階
層
、
時
代
、
容
姿
・
風
貌
、
性
格
等
）
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が

で
き
る
時
、
あ
る
い
は
あ
る
特
定
の
人
物
像
を
提
示
さ
れ
る
と
、
そ
の
人
物

が
い
か
に
も
使
用
し
そ
う
な
言
葉
づ
か
い
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る

時
、
そ
の
言
葉
づ
か
い
を
「
役
割
語
」
と
呼
ぶ
。」
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